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1
自然はわれわれ人間が この世に出現するよりもずっと前にすでにあったが,
この世に姿を見せて以来,人 間は自分の身の周 りの自然 と対話しながら自然 と
共に生 きてきた。自然は生きていて,外界に対していろいろな反応をする。植
物の場合でも光にたいしては顕著な反応をしている。その顕著な例がひまわ り
であって,そ の名前が示す通 り朝は東を向き夕方には西の方を向く。落葉樹も
一年の季節感をわきまえていて,春 には新芽を吹き,夏に成長 し,秋には実を
つけて葉を落として冬に備える。
このような自然の営みを見て,人 は同じ生き物 としての親 しみを感じ,文学
や音楽などで自然に呼び掛けてきた。そして人間の在 り方についても自然から
いろいろと学んできている。
特に東洋,と りわけ目本では,人間の生 き方に自然を取 り入れることが,古
来,西 洋よりもはなはだ しいように思われる。奈良時代の万葉集にみられる大
和の山とか,平安時代の京都を取 り囲む山々や曙の表現の中に,こ のことが う
かカミわれる。
ところで,自然の観察による科学上の新 しい発見か ら,その自然観にも時代
と共に移 り変わ りがあることが最近分か ってきた。耳を持つものは人間だけだ
と思われていたのが,最 近,自 然にも 「耳」があるとい うことが分かってきた
のである。
乳牛に明るい音楽を聞かせるとミル クの出が良 くなるとい う話は以前からき
いていたが,花 も音に反応を示 して鮮やかな色になるとい うのは,ど うも気の
一13一
せいだけではなくて,花 も音を聞いているらしいということが最近分かってき
た。植物の葉の一枚一枚に電極をつけて表面電位を測定すると,クラシ ック音
楽では落ち着いた気分になって反応が抑制され,演歌や打楽器では植物は興奮
して反応が著しく促進されることが分かってきたのである。
人間に次いでこの地球の支配者となるのは,ウ ィールスだろ うと言われてい
る。現在恐れ られているエイズウィールスのことや,また近年アフリカで発生
したエイズに似た高い死亡率の病気の事を考えると,これは決して故なきこと
ではないと思われるが,それ らは人間よりもはるかに高度な仕方で伝達をお こ
なっていることになる。
このことか ら分かることは,ただ感覚では捉えることができないだけで,今
までわれわれが思いもよらなかった伝達の現象が,思 いもかけない所でおこな
われているということである。さらにまた,われわれは傲慢にも今まで自然界
のことが分かった,分 かったといってすべて認識 したかのように考え,多 くの
ことを見逃 してきたことになるのである。
鳥が鳴くのを聞いていると,いろいろな鳴き方があることがわかる。ものの
本によると,鳥は賢い鳥でいろいろな複数の情報を互いに伝え合 うのだそ うで
ある。鮭や鱒が自分の育った川へ必ず帰って くるのも不思議な事である。彼 ら
は人間よりももっと精密なしくみで,互 いの伝達を行っているの か も知れ な
い。
II
ところでロレンス(D.H.Lawrence,1885-1930)は,従来の伝統的な観方
で自然を見なかった。彼は近代の機械文明の発達によって次第に狭められてゆ
く自然を前にして,そ の自然を元のままで保とうとした作家であった。
彼の初期の作品の中にもすでに,自然物の中に生命を見いだす考えがみられ
る。r息子 と恋人』(SonsandLovers,1913)では,主人公のポールに とっては
自然は何物にも汚されることなく生 き生きと存在している。炭坑が盛んに活動
し休閑地の若麦が絹のように輝 く情景を前にして,ポ ールは母親と次のように
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D.H.ロ レ ンス の ア ニ ミズ ムに つ い て
語 り合 う。
"Th
eworldisawonderfulplace,"shesaid."andwonderfullybeauti-
ful.""Andso'sthepit,"hesaid."Lookhowitheapstogether,like
somethingalivealmost‐abigcreaturethatyoudon'tknow."
"Ye
s,"shesaid."Perhaps!"
"And
allthetrucksstandingwaiting,likeastringofbeaststobe
fed,"hesaid....
"ButIlikethefeelofmenonthing
s,whilethey'realive.There's
afeelofmenabouttrucks,becausethey'vebeenhandledwithmen's
(1)h
ands,allofthem."
ポ ー ル は 景 色 だ け で は な く,炭 坑 も 美 し い と 言 う。 炭 坑 が 何 か 未 知 の 大 き な
生 き 物 の よ うに 盛 り上 っ て 見 え,ト ロ ッ コ が 食 べ 物 を 待 ち う け る よ うに 一 列 に
並 ん で い る の を 見 る と,人 間 が み ず か ら の 手 で そ れ ら を 作 った の だ と 感 じ ら れ
て,愛 着 を 覚 え る と言 う の で あ る 。 こ の よ うに,ロ レ ン ス の 自 然 の 描 写 の 中 に
自然 の 神 秘 が 感 じ と られ,そ の 動 植 物 の 描 写 の 中 に は,人 間 の 支 配 か ら脱 却 し
た 自然 の 姿 を 読 み 取 る こ とが で き る 。
モ レル ー 家 の 住 ん で い る の は ザ ・ボ トム ズ(TheBottoms)で ,階 級 の は っ
き り し て い る 英 国 に お い て は 文 字 通 り 「底 辺 」 で あ る 。 坑 夫 と い う職 業 柄 とは
い え,モ レ ル ー 家 が そ の よ うな 場 所 へ 引 っ 越 して 来 た の は,誇 り高 い モ レル 夫
人 や 子 供 た ち に と っ て は 決 し て 満 足 の で き る も の で は な く,夫 人 は 心 の 片 隅 に
言 い よ う の な い 怒 りを つ の らせ て ゆ く。 ポ ー ル と母 と が ミ リア ム の 家 を 訪 問 す
る途 中,美 し い 自 然 に 混 じ っ て 炭 坑 の 姿 が 眼 に 入 る が,そ れ は 次 の よ う に 描 写
さ れ て い る 。
Mintonpitwaveditsplumesofwhitesteam,coughed,andrattledくの
hoarsely.
上 の 文 章 の 中 に み ら れ るcoughed(咳を す る)やhoarsely(しわ が れ た 声 を 出
し て)は 人 間 や 動 物 が す る し ぐ さ で あ る 。 ま たPlumesは こ こ で は 蒸 気 が ゆ ら
ゆ ら と立 ち 上 が っ て い く の を 指 す が,も と も とは 鳥 の 羽 の 意 味 で あ る 。 ミ ン ト
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ン炭坑が白い蒸気を出 し,咳 を して,し わがれた声を出 してガタガタ鳴 ってい
た,と い うのであ る。 ポールは母親 の怒 りを よそに,美 しい 自然 に抱 かれた炭
坑を生 き物の よ うに親 しみを こめて眺 めてい る。 この表 現の中にはアニ ミズム
的 なものが見 られ る。
ロンンスは イタ リアの トス カーナ地方 に滞在 した ことがあ るが,そ の地方は
ローマ人に滅 ぼされた古代国家エ トル リアの遺跡が ある所であ る。今ではそ こ
に こんも りとした糸杉が密生 しているが,か つ て ローマに全滅 させ られ,そ の
独 自の言語 を後世 に伝 える者は誰 一人 な く,そ の遺跡は今は空 し くその神秘 な
姿を留めてい るのみ である。 ロ レンスはその糸杉 の林に古代エ トル リア の象徴
を見るのである。糸杉 は次 のよ うに描写 され る。
Foldedinlikeadarkthought,
Forwhichthelanguageislost,
Tuscancypresses,
isthereagreatsecret?
(3)
Areourwordsnogood?
糸杉をdarkthoughtに包 まれ ると表現す ること自体が アニ ミス テ ィックで
あるが,そ の暗い謎を表現す るための言葉 はない。 これは古代 ローマに皆殺 し
にされて,誰 一人それを伝 える者はいない とい う意 味の他に,糸 杉 とい う,も
の言わ ぬ植物には語 ることがで きない とい う意 味も込 めてい る。 ロ レンスは糸
杉 に語 りかけ るが,そ の言葉は空 しく消えるだけである。では空 しく消 えるま
まで終わ って しま うのだろ うか。 ロ レンスは次 の ように うた う。
Theysaythefitsurvive,
ButIinvokethespiritsofthelost.
Thosethathavenotsurvived,thedarklylost,
Tobringtheirmeaningbackintolifeagain,
Whichtheyhavetakenaway
'Andwraptinviolableinsoftcypress-trees,
(4)
Etruscancypresses.
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D.H.ロレンスのアニミズムについて
ロレンスは進化論 の基 本理念 であ る 「適者生存」 に疑問 を持つ。生 きのびる こ
とのなか った地球上 の不適格者,自 然淘汰 された者た ちに対 して限 りない哀れ
みを持 ち・逆に滅び去 った者 の霊を呼 び戻 したい と言 うのであ る。thedarkly
lostとは ローマ帝国に闇の うちに黙 らせ られ滅ぼ されたエ トル リア人 のことで
ある。 ロンンスは この静かな糸杉 の中に,そ の意味が侵 しがた く包み込 まれて
いるのだ と言 うのであ る。 イタ リアに限 らず世界のいた る所 で ロレンスが出 く
わ し・彼 の作品の中で しば しば述べ てい る地霊(TheSpiritofPlace)は,
彼のア ニ ミズムを示す重要 な言葉であ る。 このよ うな考 えの中に,ロ レンス独
特 の 自然観が アニ ミズムの形で表れているのが分か る。
III
次いで ロレンスが動物 に対 してどのよ うな考えを持 っていたか を み て み よ
う。 ロレンスの親 友であ ったオルダス ・バ クス レイ(AldousHuxley,1894_
1963)は,ロレンス と動物について次の ように述べ ている。
Hecouldgetinsidetheskinofananimalandtellyouinthemost
convincingdetailhowitfeltandhow,dimly,inhumanly,itthought.
...Tobewithhimwastofindoneselftransportedtooneofthe
(5)f
rontiersofhumanconsciousness.
これは非常に うまい表現 である。そ の時 までに ヨー ロッパでは,た とえばイ ソ
ップ物語 とか ガーネ ツト(DavidGarnett,1892-1981)のr孤に なった夫人』
(LadyintoFox,1922)など,動 物が描写 された文学が多 く書かれ ていた
けれ ども,そ れ らはあ くまでも動物を擬人化 し,動 物に人間 の代わ りをさせた
にす ぎないもので,そ れを通 して人間に教訓をあた え ようとす る も の で あ っ
て,動 物 の中へ入 り込みそ の動物が どの ように ものを感 じ,ど んなに微妙 なや
り方で人 間とは違 ったふ うに考え るかな どとい った描写は,誰 一一人 して いない
のである。それが ロ レンス の場合 は人 間はそ こには居ず,動 物 そのもののため
にある世界を探 ってい ることになる。 まさに ロレンスは人間の未知 の領域に踏
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み込 んでい る。 ロ レンスがイタ リアで体験 した蛇 との出会 いの中に も,こ れが
見 られる。
一 九一二年 に初 めて ヨーロッパ大陸 に渡 った後,ロ レンスは二年 間を そ こで
過 ごしたが,迫 り来 る第一次世界大戦 の暗雲 を避 けてい ったん帰国 し,大 戦が
終結 した一年 後の一 九一九年 の末に再 び ヨーロッパに向か う。そ して一 九二二
年 の初め まで シシ リー島のタオル ミナに滞在 して イタ リア各地を旅行 した。
「蛇」の詩 は この時期 に書 かれ たものであ る。 ロ レンスはイタ リアで多 くの
動植物に 出 くわすが,特 に蛇は彼 の注意を引いた ものであ った。或 る暑 い夏の
真昼 間に,彼 は水を飲みに宿の水 鉢の所へ行 き,そ こで一 匹の蛇 に出会 う。彼
は 自分 の受け た教育に従 って,黄 金色を していたそ の蛇に棒切れを投 げつけた
後,
AndimmediatelyIregrettedit.
Ithoughthowpaltry,howvulgar,whatameanact!(6)
Idespisedmyselfandthevoicesofmyaccursedhumaneducation.
彼 は自分の した ことが卑 しむべき行為であ ると思い,自 分 が受 けた呪 うべ き教
育に従 った ことを呪 うのであ る。 ここに見 られ るhumaneducationとい う言
葉 こそ は,自 然 に対す る従来の伝統的なあ り方 を示す ものであ り,黄 金 の蛇 は
毒蛇であって殺 さなけれ ばな らない とい う,人 間中心主義に基づ く考 え方 を象
徴す るものであ る。彼はそ の声に従 って棒切れを投げつけた後,自 分 の受けた
教育が呪 うべ きものだ った と気づ く。
humanはanima1に対す る言葉であ り,humaneducationとは動 物をない
が しろに し人 間だ けに通用す る教 育の ことであ る。 ロレンスが この詩 で 自分が
受けた教育 を見直 していることが分か る。 自分が受けた教育 の見直 しは彼 のエ
。セイの中でも行繍 てお9),彼が鮪 の鮪 観蝣 って4・た こ とが 分 か る
が,と りわ け 蛇 に つ い て は,
Forheseemedtomeagainlikeaking,
Likeakinginexile,uncrownedintheunderworld,(
8)
Nowduetobecrownedagain.
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D.H.ロレソスのアニミズムについて
王冠 を剥奪 されて地下 に追放 された王 として蛇を敬 うとい う考 えの中に,ア ニ
ミズムが見だ され る。 ロ レンスはアニ ミズ ムを通 して,従 来 のヨーロッパの伝
統 の見直 しを迫 ったのである。
このことは 「イギ リス,わ が イギ リス」(`England,MyEngland・,1922)と
'いう短編小説 の中で もみ られ る
。 この作品は ロ レンスが一一九一五年一月か ら七
月まで,イ ギ リスのサセ ックスのグ レッタムに住 んでいた時の体験に基づいて
書かれた ものであるが,女 主人公 の父親の,他 の存在 にはいっさい左右 されず
に生 きてゆ く力強 い生活態度が,植 物の力強 い生 き方にた とえ られて,次 の よ
うに表 現されている。
Hemayliveonformanygenerationsinsidetheshelterofthesocial
establishmentwhichhehaserectedforhimself,aspear-treesandcurrant
busheswouldgoonbearingfruitformanyseasons,insideawalled
garden,eveniftheraceofmanweresuddenlyexterminated
ここには人 間 とは何 の係わ りもな く,毎 年そ の季節が来 ると繁茂 している植物
の姿が浮かびあが って くる。 また一九二 四年,ロ レ ンスが メキ シコへや って
きた時に書かれた 「メキ シ コの夜明け」(`MorningsinMexico',1927)とい
う旅 行記の第一章 では,メ キシ コの先住民であるアステカ人 の信仰を引 き合 い
ゆゆに 出して
,こ の地球 の分 裂の ことを述べてい る。 ここには人類 の滅亡 とい う考
えがある。地球 の主人公が単に人間ばか りではな くもっ と広い 「生 き物」 であ
p,人 間に限 らなくてもよいとい う考えが見 られ る。 また 『恋する女たち』
(WomeninLove,1920)の中の主人公バーキンが,人 は愛すると言いなが
ら実際には憎しみ合 っているのだから,この世はそのような人類の居ないさっ
ロのば りした世界となれば
よいと言 うのも,同 じ気分である。
ちかごろ最新鋭の撮影技術や生物学,地質学,生 態学などの発達によって,
われわれは今までとは違って,動物に全 く気づかれずに動物そのものの世界を
見 ることができるようになった。そこでは大抵の場合人間に全然邪魔されずに
動物たちが動き回ってお り,まさに動物だけの世界とい う感じがする。
ロレンスの描 く生 き物 の世界もこれ と同じである。ロレンスは二十世紀の初
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めにすでに,二十一世紀の前夜である現在やっと皆が考%..,やりだした事をお
こなっていたことになる。 このような中から,あ のような独特の文学を生み出
すのである。 最近,こ のようなことが ようや くo`の 人びとにも分かってき
て,人間だけでなく生き物全体が受ける,人間が作 り出した現代文明の利器に
よる,いわば負の遺産に対する償いの精神が芽生えてきている。またその償い
はひとり人間のみに限 られるものではなく,今地球上に生きていて,人 間の作
り出した公害のとばっちりを等しく受けている生 き物すべてに対してなされな
ければならないのであ り,ここから今よく言われる全ての生き物 との 「共生」
の精神が出て くるのである。
ところで自然とい う場合,今 述べた動物 よりもむしろそれ以外の植物が大 き
な範囲を占めている。先)iYY1...述べたように,人 間 よりもずっと前にすでに自然は
あったが,こ の世に人間が出現 して以来,人 は自分の身の周 りの自然 と共に生
きてきた。動物以外の場合はあま り動かないので,それと接していてもその動
きをわれわれはともすると見逃してしまいがちであるが,最 近になって この植
物の観察がこまかくなされ,色 々なことが分かってきている。
今までみてきたように,そ の発端においてヨーロヅパと日本では,ず いぶん
自然に対する対処の仕方が異なっていたのであるが,で は次にこのような違い
はどのような ところから起こったのか,何がその背後にあるのかを考 えてみた
いと思 う。
ヨーロッパはもともと一神教であ るキ リス ト教に支配された地域であるた
め,一 人の神のあ りかた,独裁的あ りかたが人間にもお よび,自 分自身を強 く
出し自分中心にやっていこうとい う生き方が,ル ネッサ ンス以後もつ よく打ち
出された。
一方 『古事記』でも分かるように,多 くの神kを いただ く日本では,多 神教
とアニミズムが支配 してきた。このような状況のもとでは,支 配者ば独裁者 と
い うよりも,た かだか 「世話役」程度にとどまり,一神教のように世の中を統
一し,そ の頂点に立 って他を支配してい くとい うよりも,多 くの仲間で協力し
てみんなでやっていこうとい う考えが支配的となる。しかしこの場合には何事
もうまくい くかとい うとそうでもなくて,他 との区別ははっき りしない代わ り
D.H.ロレンスのアニミズムについて
に,今度は明確な自分とい うものを持たない結果,何 か事が起 こった時はっき
りとNo,と言えないことになる。すなわち付和雷同ということが起こって,
結局世話役の言いな りになる危険がある。われわれが戦 った太平洋戦争もこれ
が現実 となったものであるし,また最近のオーム真理教 もヨーロヅパのように
確立 した自我をもつ以前に,科 学に囚われてしまった事から起 こった悲劇だっ
たように思われる。いずれにしても長所 ・短所色kあ って,ど ちらでなければ
ならないとい うことはなかなかきめられないし,またそれはかえって危険で,
両方の良いところをとっていけばよいと思われる。キ リス ト教徒でアメリカの
或る神学者は日本の多神教を評価 し,新しい多神論を説いている。彼は信仰と
実生活を分けて,自 我を越えた(Transpersonal)瞑想を通 して信仰が実現で
きるのだと述べている。面白いことにはここでも,ロ レンスも言っているアメ
リカの先住民の宗教のあ りかたを一つのモデルとしているのである。
ところでロレンスは,前 にも触れた ように二十世紀に入ったばか りの時すで
にこのことを知っていた。彼は当時の人びとがやった様に,動物や植物を人間
よりも劣ったものとは見ず,人 間界とは違 った彼 ら独 自の世界をその中にかい
ま見たのである。そして,今われわれが感 じる自然界の不思議をすでに感 じ取
り,これを楽しみ恐れたのである。
IV
交通 ・通信手段が著 しい発展を遂げてきた現在,も のの考え方がグローヴァ
ル化してきている。その中では,こ の世界は宇宙に漂 う地球とい う一個の星に
過ぎず,今 のところ宇宙のどこを探しても同じものが見つか らない,貴重な星
にわれわれは生 きているのだ という考えを人間は持つにいたっている。宇宙の
どこ)'YVi...も見つからないという事は,地球のような環境がごくまれにしか起こり
得ない偶然の産物であ り,それなりにまた壊れ易いものである事になる。地球
に生き物が発生 して高等動物へと進化していき,人間が支配して思いのままに
地球を改造してきて二十一世紀にいたったが,ご く最近の地球環境問題をみる
に及んで,も うこれ以上 この地球を人間が独占していって よいものだろうか,
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とい う事が考えられるようになってきている。そして人間だけではなく他の生
き物も共に,こ の美しい地球を楽 しむとい ういわゆる共生の考えが生まれてい
る。
中世から近世にかけての近代科学によって,理 性に基づ く自然の征服がなさ
れた。われわれはともす るとヨーロッパは最初から立派な理性に よって支配さ
れていたと思いがちであるが,そ れはルネ ッサンス以後 しぽらくたってやっと
実現されてい くものである。まして中世などは,理性に基づかぬ諸kの 事柄が
右往左往していた。魔女はそれの典型的なものであった。魔女は近代科学の理
性に基づ く自然の征服に従わぬものであった。
ところでロレンスは二十世紀に入った後,な お科学に従わぬものとして残っ
たのである。その意味で彼は魔女的存在だと言えないだろうか。 ロレンスの自
然観がこの事を写 し出している。 ロレンスこそは二十世紀にもなって,科 学が
どうしても自分の領域に含めることのできなかった存在であった。
ロレンスの自然観と関わって,彼の考えはbeingとdoingとに分け られる。
H.M.Daleskiによれば,彼 の表す人間の活動は大きくbeingとdoingの二
つに分け られる。.そして この二つを比べた時,よ り好ましい状態は,doing
よりもbeingの状態であるとい う。そして良い仕事(goodworks)や公共の
福祉のためのどんな努力も 「自己保存」のための労働にすぎず,そ のようなも
のは人生において真に意味のあるものではなく,人間にとって真に重要な究極
の目的は 「花」であ り,春の小鳥に象徴され る よ うな羽ばたき歌 う核心であ
り,月光のもとで野兎が自己に満ちあふれて爆発するbeingの魔術的ほとば
しりであって,その時彼にabeingとなって物の間を自由に動 き回るのだとい
う。またそれは芥子の場合で言えば赤色になる事であ り,キャベッにあっては
火のような花を咲かせることであ り,叙事詩rア イネイ ド』(Aeneid)に登場
する英雄iアイネアス(Aeneas)に失恋したカルタゴの女王ディド(Dido)に
⑫
あ っては,デ ィ ドにな りきって運命 のままに死 ぬ事であ ると言 う。
このabeingとは 厂一個の存在」 とい う意 味であ り,こ れを ロレンスは 「血
の意識」(bloodconsciousness)とか,男 根 の意識(phallicconciousness)と
か呼 んでい る。そ してdoingはいわば人生の二次的 目的 の ことである とい う。
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D.H.ロレソスのアニミズムについて
ロレンスが ニュー メキ シコで体験 した先住民の娯 楽観 も,こ の ことと関連 し
ている。彼 らの娯楽,特 に太鼓に象徴 され る舞踊 と音楽 には,ヨ ー ロッパにお
ける ような イメージに よる歌詞 はな く,踊 り手は意味を超越 した宇宙 の鼓動に
身 を委ねてい ると,次 の ように言 う。
Whataretheydoing?Whoknows?Butperhapstheyaregivingthem-
selvesagaintothepulsing,incalculablefalloftheblood,whichfor
everseekstofalltothecentreoftheearth,whiletheheartlikea
planetpulsatinginanorbit,keepsupthestrange,lonelycirculatingof⑬
theseparatehumanexistence.
また,ヨ ー ロッパ の場合 はた とえ辺境の地 である外ヘ ブ リデス諸 島の漁民で
も,そ の歌 にはイ メー ジが伴 うとい う。 この場合 もア メ リカの先住民 の方 を
being,ヨーロ ヅパの方をdoingと考え ることができ よう。そ して上 の引用 の
中で,Whataretheydoing?の答 えとして 厂それは誰 にも分 か らない」(Who
knows?)と述べ,先 住 民がそ のことよ りもむ しろ彼 らの 「在 る」 べ き姿 その
ものを重要視 してい ることを述べ てい るのであ る。
そ して二十一世紀 になろ うとい う今,ロ レンスが論 じた この音楽論 ・演劇論
は ど うな ってい るだ ろ うか。現在 の世界の音楽の流れは先住民た ちの太鼓な ど
を取 り入れて,昔 の クラシック音楽に比べて 「肉体」 的な もの となってい ると
言 えるだろ う。 この事を考え るにつけて も,ロ レンスの先 見性 に驚 かされ るの
である。
この事 の背景には,現 代 の人間性の尊重,階 級的因習に絡むdoingの堕落,
この世 に生を受けた事 自体 のもつ不可思議 さ,宇 宙の一員 として生 きること自
体 の持つ喜び,さ らには これを全生物 にまで拡げ,植 物,魚,鳥,蛇 な どをそ
れ 自体 として尊重す るこ となどがあ る。
ロレンスの生 き物観 ・ア ニ ミズ ム の中には,上 で述べた共生 の考 えに通 じ
る,い わ ばそ のはし りの思想がみ られ る。人 間だけで な く他 の動物たちも,そ
の生 命は同 じく大変貴重 なものであ り,そ れ は この地球上で生 きている ことの
不思議 さに も通 じるのである。 ここに二十一世紀 を展望す る人間観,い や生 き
物観をわれわれはみ るのである。
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筆都 以前 「・レンスの自然勧 とい うタイ トルの論文艚 いた舌1,その中
で は ル ネ ッ サ ン ス か ら 起 こ っ た 人 間 中 心 主 義 の 犠 牲 に さ れ た 自 然 を,循 環 す る
・時 間 や 生 の 復 活 に よ っ て も う 一・度 よ み が え ら せ よ う と し た ロ レ ン ス の 考 え を
,
人 間 と 神 や 動 物 と の 係 わ り の 中 で 探 っ た が,本 稿 で は さ ら に も う 一 歩 す す め
て,そ れ を ア ニ ミ ズ ム の 観 点 か ら 考 え て み た 。
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